
 

 

事業名  

概 要 

  

 

     

 
 

ここが 

ポイント 

◆令和４年度から実施しているデジタ

ル化支援の内容をさらに前進させ

ます。 

◆便利で簡単に操作できるデジタル

回覧板の導入を支援します。 

事業費 １,３６４万３千円 

 

課 長  地域振興課  木下 

☎   ０３－3578－2525（直通） 

係 長  地域振興課 区民協働・町会自治会支援担当  藤岡 

☎   ０３－3578－2557（直通） 

資料 5 

令和 5 年 4 月 27 日 

港 区 区 長 記 者 発 表 

問合せ 

 区では、令和４年度から、町会・自治会活動におけるデジタル化とデジタルデバイ

ド解消を推進するため、デジタルツールやアプリの基礎的な操作を学べる講座など

を開催し、町会・自治会を支援しています。この取組をさらに強化し、町会・自治会

活動のデジタル化を一層後押しします。 

概 要 

～デジタルデバイド解消を推進～ 

町会・自治会活動のデジタル化に向けた支援を強化します！ 

 

●ホームページ作成支援講座（全３回） 【前期 8 月、後期 11～12 月】 

 パソコンで文字を打てる方であれば誰でも簡単にホームページが作成できる無料ツール

を活用し、ホームページ作成を学びます。 

 

令和４年度 

の取組 
（令和５年度継続） 

・ＬＩＮＥやＴｗｉｔｔｅｒ等の一般的なＳＮＳを使った情報発信講座 

・Google スプレッドシートを使った会計事務講座 

・デジタルお助け隊（チャレンジコミュニティ大学(※)卒業生）によるデジタル相談会の開催 

令和 5 年度からの新たな取組 

 悩み・課題の例  公式ＬＩＮＥアカウント等の町会員フォロワー数を増やしたい、若年層に SNS を通 

             じてイベントに申し込んでもらいたい、キャッシュレスで会費を集めたい など 

  デジタル回覧板のメリット  
 回覧の順番待ち不要、手間と時間の解消、紙の削減 

 デジタル相談会や、いきいきプラザに配置するデジタル活用支援員が、

デジタル回覧板の相談にも対応し、不慣れな方をフォローします。 
スマホの扱いに 

不慣れな方には・・・ 

●モデル町会デジタルコーディネート 【年度を通じて】 

 1 団体をモデル町会(※)として、デジタル化伴走支援を実施します。専門的な知識を持った

コーディネーターが町会の悩みをヒアリングし、研修などにより課題を解決します。        
                                    （※）令和５年度モデル町会：白金三光第五町会

●デジタル回覧板の導入支援 【年度を通じて】 

 「回覧板を迅速に回し、かつ回覧の負担を軽減したい」という町会からの声を

受け、設定がシンプルで簡単に操作できる「デジタル回覧板」アプリの導入を 

支援します。各町会・自治会の専用 ID とパスワードを用いて運用し、会員の 

メールアドレスなどの個人情報を収集することなく、効率的に回覧情報を周知

することができます。 

(※)港区が明治学院大学と連携して開設している、知識と経験

   豊かな６０歳以上の方のための学びの場 

発信者：スマホで撮影した回覧板や、

リンク先 URL、ファイル等を送信 

閲覧者：送信された回覧を見るだけ！


